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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀による経済政策・金融緩和政策及び円安・原油安

の影響により、企業収益の改善が見られ、ゆるやかな景気回復基調にあるものの、物価の上昇や消費税増税後の個

人消費が低迷する等、その先行きは依然不透明な状況が続いております。

 当社グループの事業に大きく関係する情報通信分野では、モバイルサービスや光アクセスサービスのブロードバ

ンド化が普及し、それらを支える通信インフラの整備が進み、ビッグデータやＩｏＴ※等を活用した新たなサービ 

スの拡大が進展しつつあります。 

 

※ ＩｏＴ（Internet of Things）・・・世の中に存在する様々なモノ（機器等）に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり相

互に通信すること 

 

 このような事業環境の中、当社グループは総合エンジニアリング事業を中心に受注・売上の拡大に注力しました

が、当第３四半期連結累計期間の業績は、受注高は554億66百万円（前年同期比90.9％）、売上高は521億93百万円

（前年同期比87.3％）となりました。利益面については、売上高の減少により、営業利益は12億40百万円（前年同

期比64.3％）、経常利益は15億52百万円（前年同期比68.2％）、四半期純利益は11億39百万円（前年同期比

93.6％）となりました。

 当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は、前年同期と比べると次のとおりであります。

 

①総合エンジニアリング事業

 モバイル設備工事の減少等により、受注高、売上高、営業利益はいずれも減少しました。 

 

②ＩＣＴソリューション事業

 受注高、営業利益はビジネスサポート事業の拡大により増加しましたが、売上高はＩＣＴ事業が伸び悩み減少

しました。

 

③住宅不動産事業

 販売用手持物件が減少したことから、受注高、売上高ともに減少しましたが、営業利益はコスト低減により増

加しました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて売上債権の回収が進んだことによ

り、受取手形・完成工事未収入金等が58億69百万円減少した結果、54億73百万円減少の314億59百万円となりまし

た。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて投資有価証券が6億76百万円増加したことなどにより、2億52百万円増加

の278億36百万円となりました。

 

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて支払手形・工事未払金等が22億31

百万円、短期借入金が17億63百万円減少した結果、55億74百万円減少の115億25百万円となりました。

 固定負債は、退職給付に関する会計基準等の改正により退職給付に係る負債が増加したことなどにより、前連結

会計年度末に比べ3億93百万円増加の106億66百万円となりました。

 

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて配当金7億11百万円の支払、退

職給付に関する会計基準等の改正による利益剰余金4億70百万円の減少などがありましたが、四半期純利益11億39

百万円を確保した結果、39百万円減少の371億3百万円となりました。

 この結果、自己資本比率は58.8%となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成26年５月12日に公表いたしました平成27年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年

数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使

用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が663百万円増加し、利益剰余金が470百万円

減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,526 9,447 

受取手形・完成工事未収入金等 23,109 17,240 

リース債権及びリース投資資産 2,021 1,856 

未成工事支出金 305 365 

仕掛品 19 39 

仕掛販売用不動産 339 364 

販売用不動産 414 280 

商品 210 202 

材料貯蔵品 698 577 

繰延税金資産 892 492 

その他 597 722 

貸倒引当金 △202 △130 

流動資産合計 36,932 31,459 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 4,679 4,887 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,712 2,273 

土地 8,472 8,407 

貸与資産（純額） 230 410 

建設仮勘定 151 23 

有形固定資産合計 16,246 16,002 

無形固定資産 420 403 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,179 9,855 

長期貸付金 107 85 

繰延税金資産 148 47 

その他 1,615 1,566 

貸倒引当金 △132 △125 

投資その他の資産合計 10,917 11,430 

固定資産合計 27,583 27,836 

資産合計 64,516 59,295 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,581 4,349 

短期借入金 5,385 3,621 

リース債務 241 154 

未払法人税等 1,052 98 

未成工事受入金 137 160 

賞与引当金 1,724 634 

役員賞与引当金 45 － 

工事損失引当金 63 56 

その他 1,868 2,449 

流動負債合計 17,099 11,525 

固定負債    

長期借入金 5,501 5,573 

リース債務 313 317 

役員退職慰労引当金 235 257 

退職給付に係る負債 3,798 4,097 

その他 423 419 

固定負債合計 10,273 10,666 

負債合計 27,373 22,192 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,676 5,676 

資本剰余金 4,425 4,425 

利益剰余金 24,232 24,070 

自己株式 △2,204 △2,181 

株主資本合計 32,129 31,990 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,261 2,778 

退職給付に係る調整累計額 72 85 

その他の包括利益累計額合計 2,334 2,864 

新株予約権 334 379 

少数株主持分 2,344 1,869 

純資産合計 37,142 37,103 

負債純資産合計 64,516 59,295 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高    

完成工事高 48,383 41,269 

兼業事業売上高 11,392 10,923 

売上高合計 59,775 52,193 

売上原価    

完成工事原価 43,672 37,744 

兼業事業売上原価 9,373 8,719 

売上原価合計 53,046 46,463 

売上総利益    

完成工事総利益 4,710 3,525 

兼業事業総利益 2,019 2,204 

売上総利益合計 6,729 5,729 

販売費及び一般管理費 4,800 4,488 

営業利益 1,928 1,240 

営業外収益    

受取利息 22 19 

受取配当金 174 183 

受取賃貸料 117 102 

持分法による投資利益 39 19 

その他 203 165 

営業外収益合計 557 490 

営業外費用    

支払利息 95 72 

賃貸費用 96 91 

その他 17 14 

営業外費用合計 209 178 

経常利益 2,277 1,552 

特別利益    

固定資産売却益 2 4 

投資有価証券売却益 2 14 

負ののれん発生益 － 335 

その他 － 1 

特別利益合計 5 354 

特別損失    

固定資産処分損 12 42 

投資有価証券売却損 17 0 

関係会社株式売却損 － 82 

減損損失 － 11 

その他 16 3 

特別損失合計 45 139 

税金等調整前四半期純利益 2,236 1,767 

法人税、住民税及び事業税 276 204 

法人税等調整額 665 467 

法人税等合計 942 671 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,294 1,095 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 76 △44 

四半期純利益 1,218 1,139 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,294 1,095 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 898 482 

退職給付に係る調整額 － 13 

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 34 

その他の包括利益合計 893 530 

四半期包括利益 2,188 1,626 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,105 1,669 

少数株主に係る四半期包括利益 82 △43 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ

ニアリング

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産 

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 47,046 11,733 996 59,775 － 59,775 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
37 1,277 4 1,319 △1,319 － 

計 47,083 13,010 1,001 61,094 △1,319 59,775 

セグメント利益又は損失(△) 1,603 328 △24 1,907 21 1,928 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額21百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年12月31日） 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）２ 

 

総合エンジ

ニアリング

事業 

ＩＣＴ 

ソリュー 

ション事業 

住宅不動産 

事業 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 39,907 11,440 845 52,193 － 52,193 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
41 1,067 5 1,114 △1,114 － 

計 39,948 12,507 850 53,307 △1,114 52,193 

セグメント利益 649 541 29 1,220 20 1,240 

（注）１ セグメント利益の調整額20百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 重要な減損損失はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

 「総合エンジニアリング事業」セグメントにおいて、連結子会社である愛知ＮＤＳ株式会社及び静岡ＮＤＳ株

式会社の株式を追加取得した事により、当第３四半期連結累計期間において負ののれん発生益248百万円を計上し

ております。 

 

 「ＩＣＴソリューション事業」セグメントにおいて、連結子会社であるＮＤＳソリューション株式会社が少数

株主から自己株式を取得した事により、当第３四半期連結累計期間において負ののれん発生益86百万円を計上し

ております。 
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